
岩松さんは、1982年生まれの26歳。帝京大

学薬学部時代には、生化学の研究室に所属し

ていた。「大学３年時に、大学院へ進もうと

思っていたが、研究室の院生から、製薬会社

には医師に医薬品情報を伝えるＭＲという仕

事があると聞いたことが、ＭＲになるきっか

けになった」と振り返る。

大学のクラブ活動ではサッカー部に所属。

社交的で機動力に富んだ岩松さんの就職活動

では、いろいろな製薬企業を訪問。中でも塩

野義製薬に好印象を持った。「塩野義の人事

担当の方の説明が大変面白くて、質疑応答に

も気さくに応えてもらえたから」というのが

その理由。それに、入社後の教育研修体制が

充実していることも、塩野義製薬を選んだ理

由の１つになった。

ＭＲとして活躍する現在、「他の理系や文

系の人と一緒に営業活動をする毎日は非常に

新鮮で、様々な方々と会えるＭＲの仕事は、

自分にピッタリだ」と感じている。

「大学病院の先生方に様々な医薬品情報を

提供して、治療の一助として適切に薬剤を使

っていただくのがわれわれの使命」だと、Ｍ

Ｒとしての意気も盛んだ。

岩松さんが属する塩野義製薬第５学術部の

長居分室（大阪市住吉区）営業チームは、学

生時代にサッカー部で主将を務めたり、アメ

リカンフットボールの選手として活躍したメ

ンバーや、薬学出身の女性も含め、入社５年

目までの若手精鋭を中心に構成されている。

岩松さんの１日のスケジュールは、午前８

時に担当の大学病院に入り、午前中は院内を

巡回。正午には、営業チームのメンバーが病

院近くのファミリーレストランに集合し、昼

食を兼ねたミーティングを行う。ミーティン

グでは、「ベテランも新人も忌

憚なく意見を言い合える環境に

ある」という。ミーティング後

は、再びそれぞれの担当病院で

ＭＲ活動をする。

ＭＲの１日のスケジュール

は、担当する医療機関によって

異なる。開業医を担当するＭＲ

では、午前11時から午後２時ま

でがピークで、その合間に卸を

訪問することも珍しくない。

塩野義製薬の新人ＭＲは、入

社後約５カ月間の研修後、全国

各地の基幹病院担当チームに配属され、上司

からの指導や先輩ＭＲとの同行教育を通し、

仕事を覚えていく。

ＭＲとして３年目を迎え、担当する診療科

も増え、仕事に脂が乗りはじめたところだが、

「まだお会いする機会の少ない先生方に、ど

のように薬の説明を聞いてていただくかが、

課題になっている」という。

塩野義製薬は、メタボリックシンドローム

領域、癌疼痛領域、抗菌薬領域を医療用医薬

品の３本柱としている。中でもメタボリック

シンドローム領域の高コレステロール血症治

療薬「クレストール」、高血圧症治療薬「イ

ルベタン」の情報提供活動は、「市場が大き

く、競争も激しい分野なので、勉強しなけれ

ばならないことが多い」

同社では、地域ごとの集合研修をほぼ月に

１回行っている。大学病院を担当する岩松さ

んは、「先生に直接、自社製品の使用状況を

聞けるので、ＭＲの仕事をしながら、常に知

識を得ることも心がけている」という。そう

した日々の研鑽の積み重ねが、医師との人間

関係構築をアシストし、「仕事のできるＭＲ」

へとつながっていくわけだ。

人間関係の構築を苦労の１つに挙げるＭＲ

も多いが、「仕事に対する熱意が伝われば、

自然に人間関係もできていく」と自信を示す。

「当社の新しい抗生物質（フィニバックス）

の特徴を説明して、先生から『君の紹介して

くれた薬がよく効いたよ』と、褒め言葉をい

ただいた時、この仕事をやって本当によかっ

たと感じた」と、やりがいにもつながってい

る。それに、「自分の会社の製品が、患者さ

んに役立っていることが、何よりうれしい」

とも。ＭＲが直接患者と話をする機会はない

が、同社の癌疼痛治療薬「オキシコンチン」

などを通して、実感しているという。

塩野義製薬には、「トレース」という独自

のＭＲ手法がある。トレースは、薬剤使用後

の患者病態や効果、副作用に関する情報を、

医師とディスカッションし、その後の情報提

供活動や新薬の開発に役立てるもので、より

効果的なＭＲ活動の実践に寄与している。

岩松さんは薬学部出身のＭＲだが、そのメ

リットとして、「大学で薬理学や病態学など

を学んでいるので、先生と自社の製品以外の

医学的な話にもスムーズに対応しやすい」こ

とを挙げる。

ＭＲとして３年目を迎えた経験を通して、

就職活動に入る薬学部の後輩へ、岩松さんは

「ＭＲや病院薬剤師などと分野を限るのでは

なく、様々な職種を見てほしい。どの職種も、

自分の想像とは違う側面を見つけることがで

きると思う。その上で、どの職業に就くか決

めても決して遅くはない」とアドバイスを送

っている。
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ＭＲの先輩に聞く 

塩野義製薬 岩松慎一郎さん

塩野義製薬の岩松慎一郎さんは、大

阪府内の大学病院を担当するキャリア

３年目の薬学部出身ＭＲだ。塩野義製

薬の営業部門は、上司や先輩との意見

交換がしやすい職場環境が大きな特徴

の１つで、岩松さんも恵まれた環境の

中で、「やる気」と「やりがい」を持

って、日々のＭＲ活動に励んでいる。
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「やる気」と「やりがい」




